
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023（令和５）年３月 

山   口   県  
 

「困ったときは、1人で悩まず１８８に電話だ！」 

 

令和 5年 2月にデビューした、山口県のオリジナルキャラクター。 

消費者トラブルを察知する特殊能力を生かし、どこからともなく現れる。 

頭には消費者の頭文字である「Ｓ」、胸には全国共通の相談窓口「消費者

ホットライン１８８（いやや）」、腰のベルトには「消費」の文字が入って

いる。 

山口県消費者トラブル 

解決のキャラクター 

「１８８（いやや）マン」 

 

山口県消費者基本計画 
第４次改定版 

 

【計画期間 2022年度～2026年度】 



計画改定の趣旨 

消費生活に関する各種施策を総合的・計画的に推進してきたところ、このたび、 

国における消費者行政や社会経済情勢の変化、これまでの取組状況等を踏まえ、 

「第４次山口県消費者基本計画」を策定しました。 

 

計画改定の位置づけ 

  消費生活条例及び消費者教育推進法に基づく、県の消費者施策を総合的かつ計 

画的に推進するための基本指針として位置づけます。 

 

計画の期間 

2022（令和４）年度～2026（令和８）年度（５年間） 

 

施策の展開 

５つの柱に基づき、具体的な施策を展開していきます。 

 

 

 

 

 
柱１  消費生活における安心・安全の確保 
   
柱２  消費生活相談の充実、紛争の適切な解決の促進 
   
柱３  持続可能な社会を目指した消費生活の推進 
   
柱４  消費者教育の推進及び情報発信 
   
柱５  連携・協働の推進 

 

 

社会経済情勢の変化 

○ コロナ禍の影響による消費生活の変化 

○ 消費生活相談の充実と相談窓口の認知度向上 

○ 持続可能な社会を目指した消費生活の推進 

○ 消費者教育の推進及び情報発信 

 

計画改定の視点 
 

「コロナ後を見据えた対応」、「若年層の消費者被害防止」、「持続可能な社 

会を目指した消費生活の推進」、「高齢者等の消費者被害防止」の４つの視点を 

踏まえ、改定を行いました。 

○目  的：県民の消費生活の安定及び向上を図ること 

○基本理念：「消費者の権利の尊重」と「消費者の自立の支援」 



（１）商品及びサービスの安全性の確保等 

（２）生活関連物資の安定供給 

（３）消費者取引の適正化 

（４）被害防止に向けた取組の強化 

・「１８８（いやや）見守りネットワーク連携会議」 

の開催 

・「高齢者・障がい者の消費者トラブル見守りガイド 

ブック」等の配布 

（５）コロナ後を見据えた対応 

  ・ホームページ、電子メール、ＳＮＳ等を活用した 

悪質商法の手口等の注意喚起情報のタイムリーな 

発信 

・県消費生活センターに寄せられた相談や国の動向を、 

各市町や消費者安全確保地域協議会等に情報提供し、 

関係者間で情報共有 

 
〔ガイドブック〕 

消費生活のデジタル化とは 

インターネット通販やオンラインサービスでの商品・サービスの購入は私たちの

生活をより快適にしてくれるものですが、詐欺的な定期購入商法など一歩間違えれ

ば消費者の権利を損なうことに繋がりかねません。 

社会全体でデジタル化の流れが進んでいく中で、こうしたメリット・デメリット

を認識し、トラブルに遭わないよう利用していきたいですね。 

デジタル関連の消費者トラブル例 

 「初回お試し 500円」の美容用品をネット注文したら、

4回買わないと解約できない“定期購入”契約だった… 

しかも 2回目からは「定価 8,000円」！？ 

注文を確定する前に、申込内容を必ず確認しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 現状値 目標値 

消費者安全確保地域

協議会の設置市町数 

１１市 

《2021（令和 3）年度末》 

全１９市町 

《2026（令和 8）年度末》 

１ 消費生活における安心・安全の確保 

〔188 見守りネットワーク連携会議〕 



（１）消費生活相談の充実 

  ・弁護士との連携による専門的事案への対応力の向上 

  ・消費生活相談員を対象とした専門研修等の開催 

（２）紛争の適切な解決の促進 

  ・山口県消費生活審議会の調停のほか、山口県弁護士会等の関係機関や裁判外紛争 

解決手続（ＡＤＲ）の紹介等による適切かつ迅速な解決の促進 

 

山口県消費生活センターに相談しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
【評価指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 現状値 目標値 

被害発生時相談先と

しての消費生活セン

ターなどの選択率 

6５．2％ 

《2021（令和 3）年度末》 

７０．０％ 

《2026（令和 8）年度末》 

２ 消費生活相談の充実、紛争の適切な解決の促進 

消 費 者 
消費者ホットライン 

１ ８ ８ 
消 費 生 活 
セ ン タ ー 

Ｑ どんなことを相談できるの❓ 

Ａ 「消費生活」は、ほとんどの人が日常生活の色々な場面で行っている事な 

ので、内容はとても幅広いのですが、例えば以下のような事例があります。 

◇悪質商法による被害、訪問販売・通信販売等など事業者との契約トラブル 

◇安全性を欠く製品やエステティックサービスによる身体への被害 など 
 
Ｑ 相談はどうやってするの❓ 

Ａ 電話、来所、メールで相談を受け付けています。 

   ■電話・来所での相談について 

【受付時間】 月曜日～金曜日 8時 30分～17時 00分 
            （土・日・祝・年末年始は休み） 
【相談電話】 ０８３－９２４－０９９９ 

 

または 

 



（１）消費者団体等の活動の促進 

（２）消費者リーダーの活動の促進 

（３）エシカル消費をはじめとする持続可能な社会を 

目指した取組の推進 

  ・「やまぐちエシカル推進パートナー」登録事業 

者と連携した啓発キャンペーンの実施 

  ・体験型エシカル消費啓発イベントやエシカル消 

費啓発講座の実施 

  ・県庁内関係部局と連携した消費者向けイベント 

によるＳＤＧｓの理念の効果的な発信 

（４）消費者向け情報の発信 

  ・各メディア（ラジオ、テレビ、広報誌等）を活 

用した情報発信 

（５）消費者の意見の反映 

  ・消費生活に関連する施策に関して消費者の意見 

を県政に反映するための消費生活審議会の開催 

 

～エシカル消費の第一歩～ 認証ラベルを探してみよう！ 

★エシカル消費はＳＤＧｓにつながる取組のひとつです★ 

＜認証ラベルの例＞ 

やまぐちブランド 

山口県で生産される農林水産物

及び主な原材料が山口県産

100％の加工品を対象に、味や品

質を重視した独自の基準を設け

て厳選し、登録した商品につけら

れるマーク。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【評価指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 現状値 目標値 

やまぐちエシカル推進 

パートナー登録事業所数 

１１５事業所 

《2021（令和 3）年度末》 

２３０事業所 

《2026（令和 8）年度末》 

３ 持続可能な社会を目指した消費生活の推進 

〔認定マーク〕 

〔フードバンクの取組を 

    社会見学で説明〕 

エシカル消費につながる“よくできたモノ”に与えられる認証ラベル。 

認証ラベル付き商品を購入することで、環境・社会に配慮した消費行動につな

がります。 

どんなラベルがどのような商品につけられているのか、探してみるのも面白い

かもしれませんね。 



（１）地域における消費者教育の推進 

（２）学校等における消費者教育の推進 

  ・教育委員会等との連携による、教職員に対す 

る消費生活情報の提供 

（３）消費者の特性に配慮した消費者教育の推進 

  ・幼年期から高齢期までのライフステージや経 

験に応じた啓発講座の実施 

（４）成年年齢引下げへの対応 

  ・学生消費者リーダーと連携した若者目線での 

効果的な啓発活動の実施 

（５）消費者の自立の支援を担う人材の育成 

（６）デジタルを活用した情報発信 

  ・消費生活に関する情報について、ＳＮＳ等の 

デジタルを活用した消費生活に関する情報発 

信の推進 

 

〔学生消費者リーダーの啓発活動〕 

「成年」と「未成年」 なにが違うの？  

成年 

一人で契約をすることができる 

未成年 

親などの同意なく結んだ契約は、

取り消すことができる 

成年になると、一度結んだ契約を守らないといけない責任が生まれます。 

 

18歳から成人！ 
契約などでトラブル

になる可能性！？ 

若者が悪徳業者

のターゲット

に！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【評価指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 現状値 目標値 

高等学校・大学等の「や

まぐち・くらしの安心ネ

ット」の活用率 

９２．２％ 

《2021（令和 3）年度末》 

１００％ 

《2026（令和 8）年度末》 

４ 消費者教育の推進及び情報発信 

2022（令和４）年 4月 1日から成年年齢が18歳に引き下げられました！ 



〔悪質電話勧誘等被害防止 

キャンペーン〕 

〔親子のためのおかね楽習 

フェスタ inひかり〕 

１８８（いやや）見守りサポーターの活動って？ 

高齢者等を、悪質な消費者被害から守るため活動しているのが「１８８（いやや） 

見守りサポーター」。 

 その活動は、高齢者の自宅を訪問した際に注意喚起のチラシを配布したり、社内 

研修で消費者被害防止をテーマに講習を行ったりと様々です。 

身近な高齢者が被害に遭わないよう、「１８８（いやや）見守りサポーター」とし 

て活動してみませんか。 

◆ １８８（いやや）見守り

サポーターの登録はこ

ちらから 

 

 

〔啓発チラシ〕      〔啓発ステッカー〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【評価指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 現状値 目標値 

１８８（いやや）見守りサ

ポーターへの参加事業者数 

２０９事業者 

《2021（令和 3）年度末》 

２５０事業者 

《2026（令和 8）年度末》 

（１）国・他の自治体との連携・協働 

  ・広域的事案について、国や近隣他県等との連 

携による事業者への処分及び指導 

（２）警察との連携・協働 

  ・警察と連携したうそ電話詐欺対策として効果 

的なツールである「警告メッセージ付き通話 

録音装置」等の普及啓発キャンペーンの実施 

（３）学校との連携・協働 

  ・「やまぐち・くらしの安心ネット通信」の高等 

   学校等への配信による被害事例等の最新情報 

の紹介 

（４）消費者団体や民間事業者等との連携・協働 

  ・「１８８（いやや）見守りサポーター」等と 

連携した地域における見守り活動の促進 

  ・山口県金融広報委員会と連携した金融知識習 

得を目的としたイベントの実施 

 

５ 連携・協働の推進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者向けの消費者トラブル学習サイト！ 

知っちょる！？ 

消費者トラブルまなべるサイト 

若者の消費者被害の未然防止のために県消費生活センターのホームページ内に開設

しており、啓発動画や体験型コンテンツ等を通じて、悪質商法が身近なものであること

と、トラブル回避の方法を学ぶことができます。 

＜体験学習型消費者教育施設「まなべる」をご存じですか？＞ 

消費生活をテーマに、タブレット等による専用端末を活用した体験学習型消費者教

育施設です。消費生活トラブルを疑似体験したり、クイズで学ぶこともできます。 
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